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法人の社会貢献事業 ①四国八十八ヵ所巡礼者無料宿泊＆お接待  ②講演会・シンポジウム等  

 

運営基本理念  

報四恩  

父母の恩・社会の恩  

郷土の恩・大自然の恩  

【私たちの願い】   ①よろこんで与える人間となろう    ②いのちを大切にする人間となろう    

③こころ静かに考える人間となろう  ④使命に生きる人間となろう  ⑤規律ある幸せ喜ぶ人間となろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巻頭言】  

        如 月  

 

           園長 宮竹 恒  

「1 月は行く」、「2 月は逃げる」、「3 月は去

る」という言葉を耳にすることがありますが、

節分を過ぎた頃より、瞬く間に年度の終わり

に近づいた感じがします。  

今年度は、子どもたちと一緒に「協力する

こと」を目標に取り組んできました。お互い

に協力することで、「一人では出来ないことが

出来ること」、「協力することで新しいことに

取る組むことが出来ること」を大切にしてき

ました。  

 2 月は、子どもたちと一緒に様々な活動や

行事の中で小さなことも含め新たなチャレン

ジが楽しく出来たことは、子どもたちの協力

の成果であったと思います。  

行事や活動を通して、普段とは違う子ども

たちの一面を見ることがあります。  

お別れ旅行では、班行動が多く、子どもた

ちが相談して、次の行動を決めていきます。  

子どもたちは、各々したいことがあります

が、他の子どもと合わせることや他の子ども

を待つことが必要になり、普段以上に協力し

ている子どもたちの姿を見ることができまし

た。  

また、子どもたちが一生懸命練習してきた

ダンスの発表会では、舞台に立った子どもた

ちは、大変な緊張の中、仲間と一緒に素晴ら  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しいダンスが披露できました。  

3 月は、新たな学年、そして旅立ちの準備

に入ります。  

足早に過ぎ去る毎日ですが、今、一緒に生

活している子どもたちと過ごす時間を大切に

していきたいと思います。子どもたちにとっ

ても、学園での生活で仲間と一緒に「協力」

出来た体験が、楽しい思い出であるとともに、

今後に活かされる心の糧として残ることを願

っています。  

令和元年度の締めくくりをしていきたいと

思います。          ―了―  

 防災訓練（非常時食時作り）  

2 月 27 日 毎日の食事を作って下さって

いる富士産業さんと合同で備蓄食料を使って

非常時の昼食作りを行いました。  

電気、水道が止まった状態を想定し、カセ

ットコンロで湯を沸かし、カップヌードル、

アルファ米での昼食を作りました。  

富士産業さんからは、非常時に提供して頂  

くおかずを出して頂きました。中学生が、小

学生のカップヌードル作りを手伝う等、協力

して取り組むことが出来ました。  
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今年の冬は寒さが厳しくならず、道路の凍結や喝 

破池の氷結もないまま２月になりました(２月 17 日 

にやっと氷りました)。積雪も、車のフロントガラ 

スと数ミリ程度の日が一日だけでした。子どもたち 

は、薄く積もった雪を集めて、ミニ雪だるまをつく 

り、五色台の冬を楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田先生…22 日までにお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田窪先生…２４日までにお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習の診断(実力テスト) 

そして学年末試験 

中学生は 12 日に「学

習の診断」、19～21日に

学年末試験が実施され

ました。中学１年生 

は初めて１日に５教科の試験を経験し

疲れ切った様子でした。学習の診断に

向けて、１月中旬から復習を繰り返し

て学力向上をめざしてきましたが、１

人１人の頑張りの成果が結果となって

現れました。今までできなかった問題

ができるようになったり、繰り返し書

いて重要語句を覚えたりできました。

２年生は得点の取れる学習方法が身に

付いてきました。来年度の進学に向け

た受験勉強の準備はできてきたようで

す。 

小学校の学習 

 小学校では子どもたちの興味関心

を高めるために、様々な体験的な学

習に取り組んでいます。 

お菓子づくり 

12 日にチョコと 

コーンフレーク 

を使ってお菓子 

づくりをしまし 

た。中学生にも 

おすそ分けしました。      

英語学習 

          アルファベット 

を覚えることも 

できました。 

漢字の学習  

 

 

          

 

 

 

 

 

子どもたちヤル気を引き出すために 

先生方はいろいろ工夫しています。 
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 2 月 13 日～14 日にお別れ旅行に行ってき

ました。1 日目は、USJ で遊びました。2 日目

は、海遊館、カワサキワールドに行ってきま

した。 

 子どもたちも職員も楽しく過ごすことが出

来、良い思い出になりました。 

 子どもたちにお別れ旅行の感想を聞きまし

た。 

 今回のお別れ旅行では、USJ に行きました。

USJ の中で一番楽しかったのはアトラクショ

ンです。僕は、3 つアトラクションに乗りま

した。その中でも一番楽しかったのは、『ジェ

ラシック・パーク・ザ・ライド』です。最初

はゆっくり動き恐竜を観たりできました。最

後に急落下してびっくりしました。 

 2 日目は、海遊館に行きました。海遊館で

は、ジンベエザメやいろんなサメを観れても

のすごく楽しかったです。最後にたくさんぬ

いぐるみを買い

ました。忘れら

れないくらい楽

しいお別れ旅行

でした。 

            中 3 男児 

 

 2 月 13 日、14 日にお別れ旅行に行きまし

た。1 日目に USJ へ行きました。私は、昼食

にラーメンを食べました。美味しかったです。

その後、パーク内に入り、お土産を買ったり、

アトラクションに乗りました。夕方には、ユ

ニバーサルシティーウォークで買い物をしま

した。友達と一緒にタピオカを購入して、飲

みました。とても美味しかったです。2 日目

は、海遊館とカワサキワールドに行きました。

生まれて初

めて大きな

ジンベイザ

メを観るこ

とが出来て、

とてもうれ

しかったで

す。私にとって今回のお別れ旅行が学園最後

の大きなイベントとなりました。美味しいも

のをたくさん食べ、遊び、写真を撮ったりた

くさんの思い出を残すことが出来ました。学

園生活は色々な事があって大変だったけど、

楽しいこともたくさんあって寂しいけど、悔

いのないように残りの時間を大切にしたいで

す。 

             中 3 女児 

 

2 月 23 日（日）にサクラート多度津でダン

スの発表会がありました。ダンスの練習は月

に 2 回しかな

いなかで振り

付けを一生懸

命覚え何度も

練習をしてき

ました。 

今回の発表

会は２回目で

したが、まだ

発表の場に慣れていない子どもたちは緊張と

不安で表情が硬くなっていました。ですが、

いざ本番が始まると練習の成果を存分に発揮

してくれたと感じる

踊りをみせてくれま

した。発表が終わると

「１回もミスしなか

ったよ」と嬉しそうな

子どもたちの表情が見られました。 

本当によく頑張ったと思います。 

 

 2 月 24 日 秋山興産株式会社様のご招待で

サクラート多度津にて開催された劇団四季フ

ァミリーミュージカル『カモメに飛ぶことを

教えた猫』の観劇に行きました。子どもたち

は、ミュージカルが始まる前から、「どんな内

容なんだろうか、知っている内容かな？」な

どと楽しみにしていました。観劇後は外食し、

楽しい一時を過ごすことが出来ました。 

秋山興産様、誠に有難うございました。 
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バレンタインデ

ーのお菓子作り

をしました。い

つもはクッキーやケーキが多いですが、今年

はいつもと違う趣向でチョコレートフォンデ

ュにしました。バレンタインデーなので女子

たちで材料を選び調理まで全てを行いました。 
中学生は、材料を細かく刻み、チョコを湯

せんしました。小学生は、チョコを細かく割

り、盛り付けをしました。 

みんなで食べる時には、フォンデュポット

にチョコを流し込み、各自で好きなものを串

に 刺 し チ ョ

コ を つ け て

食べました。

出 来 上 が っ

た 達 成 感 と

喜 ん で も ら

える嬉しさで、みんなが笑顔になれました。 

 

若竹学園では園生全員で、毎月一回太鼓の

練習を行っています。長く経験を積んできた

子どもや、まだ始めたばかりの子どももいま

す。子どもに合

わせて丁寧に指

導して頂けてい

るので、恥ずか

しがっていた子

ども達も楽しく

太鼓に馴染めて

います。 

練習では、タイミングが合わずに苦戦する

こともあります。腕を伸ばしたり、姿勢をか

えたりするだけでも太鼓の音が変わってきま

す。叩き方を工夫したり、音を合わせたりす

ると迫力が出ます。演奏曲のリズムで何度も

練習しながら今月も子どもたちは頑張りまし

た。 

 

2 月 1 日・8 日 ダンス練習 

2 月 2 日・16 日 図書館学習 

2 月 13 日～14 日 お別れ旅行 

2 月 22 日 太鼓練習 

2 月 23 日 ダンス発表会 

2 月 24 日 劇団四季観劇 

 

在籍人数       令和 2 年 3 月 1 日現在  

区  分 
県内

（人） 

県外 合計 

（人） （人） 

男 

子 

小学生 7 1 8 

中学生 8 1 9 

計 15 2 17 

女 

子 

小学生 4 0 4 

中学生 5 1 6 

計 9 1 10 

合計 24 3 27 

 

 

編集後記  楽しみにしていたお別れ旅行に行って

きました。今回は出来るだけ長く USJ にいたいと

いう子ども達の要望もあり、夜のパレードもみる

ことが出来ました。  

楽しい思い出がたくさんできて  

良かったです。    植松圭吾  
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